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30 年度予算 37 億円を可決、概要、質疑、皆さんの声　2㌻～
太田名部公民館が完成！　補正予算、条例改正など 38 議案可決　12㌻～
臨時職員の対応、若手職員に研修を、職員の独自評価をなど　一般質問に 3人　16㌻～
請願 1件を採択、臨時議会、決まった議案、議会の動きなど　19㌻～

はまゆり子ども園で
元気に野球ごっこを
する園児。（４月５日）



30年度の 大型事業！
橋
きょう

梁
りょう

長寿命化修繕事業
 2億2000万円

普代浜園地整備事業
2000万円

黒崎公民館新築事業
9680万円

南浜住宅建替工事
7450万円

　村議会第1回定例会（3月定例会）
は、3 月 6 日から 9 日までの 4 日
間の会期で開かれ、村から提案され
た 38 議案などを可決し閉会しま
した。平成 30 年度予算は一般会
計 28 億 1700 万円と特別会計 9
億 4930 万円合わせた総額 37 億
6630 万円。前年度より 2340 万

円の微増となりました。
　震災から 8 年目を迎える平成 30
年度の予算は、村民の皆さんの暮
らしを重視した下の 4 事業のほか、
総合発展計画の推進と、観光・交流・
物産などで村の魅力を高める施策・
30 事業を超える新規事業などが計
画されています。

村の魅力高め　暮らし重視の予算可決！

　橋梁長寿命化修繕工事では、普代橋の補修・補強工
事を行います。予防的に工事を行うことで、道路交通
の安全と、維持管理費の縮減を図ります。

　地域の新たな活動拠点として黒崎公民館を新築しま
す。旧黒崎小学校敷地内に新築し、現公民館は解体し
ます。面積は 58 坪程度。

　観光地としての魅力アップのため、普代浜園地の「浜
の産直キラウミ」から海側 2850㎡をカラーアスファ
ルト舗装にします。

 　現南浜村営住宅の老朽化などから、29 年度は緑区
地内に 3 棟 6 戸を新築しました。30 年度も 2 階建て
の住宅 2 棟 4 戸を新築し、生活環境の向上を図ります。

よさんのことは

９ページまで

でちゅよ！
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　歳入では村の収入の 51.6％を占める国から
交付されるお金（地方交付税）が、14 億
5306 万円で前年度より 1.3％増、過去 5 年間
横ばいになっています。次に収入の多いのは
国などからの借入金（村債）で 3 億 8380 万円、
国からもらうお金（国庫支出金）3 億 5866
万円の順で、この 3 項目（依存財源）で収入

の 77.9％を占める状況です。
　歳出では、人件費や財産管理、地域振興（総
務費）などが 19.8％、続いて道路、住宅整備（土
木費）などが 17.5％、福祉事業（民生費）
15.6％、借金の返済（公債費）14.0％、学校
教育（教育費）など 9.9％の割合になってい
ます。

特別会計の予算  9 億4930 万円（前年度比 4.7％減）

国民健康保険

⬇4億4350万円
前年度比 5.4％減

国民健康保険診療施設

⬆2億3550万円
前年度比 6.8％増

簡易水道

⬇9020万円
前年度比 34.2％減

休養施設事業 漁業集落排水事業 後期高齢者医療事業

一般会計予算は 28億円

国から交付
されるお金
14億5306万円
（51.6％）

国などからの
借入金
３億8380万円
（13.6％） 国から

もらうお金
３億5866万円（12.7％）

村民皆さん
からの税金
２億2404万円
（8.0％）

繰入金
１億2275万円（4.4％）

県からもらうお金
9620万円（3.4％）

各種交付金
7663万円（2.7％）

前年度からの
繰越金
1000万円（0.4％）

その他
9186万円
（3.2％）

道路、
住宅整備など
４億9488万円
（17.5％）

地域振興、
人件費、
財産管理など

５億5757万円
（19.8％）

福祉のために
４億3860万円
（15.6％）

借金の返済に
３億9302万円
（14.0％）

農林水産業の
振興のため
２億5086万円
（8.9％）

学校教育、
生涯学習、文化、
スポーツなど
２億7791万円
（9.9％）

消防費
１億5352万円
（5.4％）

商工業、
観光振興のため
8179万円
（2.9％）

ごみ処理、
村の衛生のため
１億1396万円
（4.0％）

議会運営のため
5372万円
（1.9％）

災害復旧費ほか
117万円
（0.1％）

歳　出

（財源）

（使いみち）

一 般 会 計

歳　入

28億 1700万円
（2.5％増）

予
算
の
審
査
は

特
別
委
員
会
で

　

平
成
30
年
度
予
算
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総

額
37
億
６
６
３
０
万
円
の
内
、

一
般
会
計
予
算
は
28
億
１
７
０

０
万
円
で
２
・
５
％
の
増
、
６

つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
９
億

４
９
３
０
万
円
で
４
・
７
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

30
年
度
の
予
算
は
、
中
村
裕

議
長
を
除
く
議
員
全
員（
８
人
）

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
金
子
泰
男
委
員
長
）
を
設
置

し
、
３
日
間
慎
重
に
審
査
。
そ

の
結
果
、
全
会
計
と
も
全
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

７
千
万
円
の
増

　

30
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
前
年
度
と
比
べ
７
０
０
０

万
円
の
増
額
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
普
通
建
設
事

業
費
関
係
予
算
７
６
０
３
万
円

（
前
年
度
比
10
・
７
％
）
の
増

加
が
主
な
も
の
で
、
前
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
た
４
事
業
の
ほ

か
、
白
井
漁
港
漁
村
再
生
交
付

金
事
業
４
１
５
３
万
円
、
カ
ー

ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事

業
（
社
会
体
育
館
）
7
９
０
０

万
円
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
・
街
路

灯
整
備
事
業
７
０
０
万
円
な
ど

で
す
。

　

30
年
度
の
新
規
事
業
は
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
や
河
津
桜
の
植

樹
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
、

黒
崎
地
区
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

⬇ ⬇

3130万円
前年度比 9.4％増⬆2480万円

前年度比 3.8％増

1億2400万円
前年度比 6.2％増

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
平
成
30
年
度
予
算
は
37
億
６
６
３
０

万
円
で
、
前
年
度
比
０
・
６
％
の
微
増
で
す
。
柾
屋
伸
夫
村
長

は
施
政
方
針
で
、「
地
場
産
業
・
経
済
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、

観
光
・
交
流
・
物
産
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
魅
力
高
ま
る
「
青

の
国
」
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
本
㌻
で
は

37
億
円
の
予
算
構
成
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

37
億
円
で
「
青
の
国
」
づ
く
り
！

えんぞー

村の予算（歳入歳出予
算）は、村が年度に実施した
い事務・事業にどれほどの経費を
かけ、それをまかなう財源をどの
ように調達するかを計画し、金
額で表したものです

30年度の予算は
37億円。村のどんな
ことに使われる
のかな？

すっきぃ
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金子泰男予算特別委員長

30
年
度
予
算
を
審
議

平
成
30
年
度
予
算
の
審
議
は
、
議
員
８
人
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
金
子

泰
男
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
、
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
総
額
37
億
６
６
３
０
万
円
の
事
務

事
業
を
、
３
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。
村
の
１
年
を
左
右
す
る
貴
重
な
予
算
に

関
す
る
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
９
㌻
ま
で
）

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

三
セ
ク
の
役
割
は

（
観
光
振
興
）

中
上
委
員

問　

三
セ
ク
へ
の
委
託
予
算
５

０
０
万
円
は
控
え
め
す
ぎ
る

が
、
会
社
で
そ
の
予
算
目
標
は

設
定
す
べ
き
で
な
い
の
か
。
そ

の
委
託
内
容
に
つ
い
て
も
伺

う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

予
算
に
は
（
寄
附
額
）
１

０
０
０
万
円
（
の
50
％
委
託
料

と
し
て
）
５
０
０
万
円
を
設
定

し
た
が
、
取
り
組
み
は
さ
ら
に

上
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

三
セ
ク
、
事
業
者
さ
ん
と
協
議

し
て
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

委
託
内
容
は
、
サ
イ
ト
の
管

理
を
村
で
や
る
以
外
は
、
受
付

か
ら
商
品
の
梱
包
、
発
送
、
礼

状
の
発
送
な
ど
す
べ
て
三
セ
ク

会
社
で
行
う
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

（
生
活
基
盤
）

野
場
委
員

問
　
自
治
会
が
所
有
す
る
防
犯

灯
３
２
０

灯
の
何
割

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
変
わ
る

の
か
。

川
向
総
務
課
長

答　

自
治
会
の
防
犯
灯
は
全
地

区
該
当
す
る
。

保
育
士
の
正
職
と
臨
職

運
営
に
妥
当
な
割
合
か

（
幼
児
教
育
）

熊
谷
委
員

問　

子
ど
も
園
の
保
育
士
は
正

職
員
６
名
、
臨
時
職
員
11
名
の

割
合
は
適
正
と
考
え
る
か
。
職

員
確
保
や
安
定
的
な
運
営
の
た

め
に
も
正
職
員
を
増
や
す
べ
き

と
思
う
が
、
考
え
方
を
伺
う
。

三
船
教
育
長

答　

職
員
体
制
は
近
隣
の
市
町

村
と
比
べ
れ
ば
優
遇
し
て
い
る

と
思
う
。
正
職
員
を
増
や
し
て
、

き
ち
ん
と
し
た
体
制
を
取
れ
れ

ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。

　

30
年
度
は
、
い
ろ
い
ろ
問
題

を
持
つ
子
ど
も
に
向
け
た
看
護

師
の
資
格
を
持
っ
た
方
を
迎
え

て
中
身
を
少
し
ず
つ
充
実
し
て

い
く
。

総
　
務
　
費

「
育
児
祝
い
金
」
の
Ｐ
Ｒ
を

（
子
育
て
支
援
）

正
路
委
員

問　

普
代
村
育
児
祝
金
に
関

し
、
以
前
に
も
住
民
福
祉
課
長

に
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
育
児
祝
い
金
に
関
し
、

Ｐ
Ｒ
は
心
掛
け
て
行
っ
た
方
が

い
い
と
思
う
。
お
考
え
を
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

課
内
で
も
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
話
し
合
い
を

い
た
し
、
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

広
報
、
チ
ラ
シ
な
ど
も
出
し

な
が
ら
、
育
児
祝
い
金
、
奨
学

金
制
度
、
別
の
事
業
な
ど
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

 

ご
み
の
分
別
指
導
を

（
ご
み
対
策
）

熊
谷
委
員

問　

ご
み
の
分
別
が
悪
い
ま
ま

出
す
人
が
い
る
の
で
、
住
民
や

収
集
す
る
人
が
苦
労
し
て
い

る
。
ゴ
ミ
を
出
す
人
と
収
集
す

る
人
と
行

政
の
情
報

共
有
が
で

き
て
い
な

い
。
分
別
が
悪
い
人
は
悪
い
ま

ま
置
い
て
い
っ
て
、
そ
れ
で
周

り
の
人
が
迷
惑
を
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め

の
村
の
考
え
方
を
伺
う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

広
域
連
合
、
そ
し
て
管
内

市
町
村
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
か
な
ど
情
報
を
得

な
が
ら
改
善
し
て
い
く
。

浜
の
産
直
「
き
ら
う
み
」

今
後
の
見
通
し
ど
う
か

（
観
光
振
興
）

嵯
峨
委
員

問　
「
キ
ラ
ウ
ミ
公
園
」
の
産

直
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年
２
名

の
方
が
や
っ
て
く
れ
た
が
、
今

年
も
や
っ
て
く
れ
る
の
か
。
今

後
の
見
通
し
を
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

引
き
続
き
太
田
名
部
自
治

会
の
方
に
運
営
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
改

修
を
し
て
営
業
範
囲
を
増
や
し
、

ス
ペ
ー
ス
も
有
効
活
用
す
る 

よ
う
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

駅
前
の
テ
ナ
ン
ト
募
集

状
況
が
分
か
ら
な
い
が

（
観
光
振
興
）

中
上
委
員

問　

駅
前
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
状

況
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
今

聞
い
た

ら
、
以
前

庁
舎
に
い

た
テ
レ
ビ
局
が
１
年
間
入
居
す

る
方
向
と
い
う
。

冬期間は休業している「浜の産直きらうみ」

募集をしている普代駅舎の貸店舗

■３月定例会−予算特別委員会の審議1

衛
生
費
・
商
工
費

民
　
生
　
費

次
ペ
ー
ジ
も
質
疑
で
す

予算の議決権は、
議会のみが有する権限
で議会の議決がなければ、
予算は使えないよ。

すっきぃ

えんぞー
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そ
れ
で
は
、
駅
舎
テ
ナ
ン
ト

入
居
問
題
の
先
延
ば
し
に
な
ら

な
い
か
。

柾
屋
村
長

答　

テ
レ
ビ
局
の
こ
と
は
正
式

に
決
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
３

月
末
ま
で
は
募
集
を
続
け
る
。

　

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
活
性
化
、
賑
わ
い
を

作
っ
て
い
く
か
考
え
取
り
組
ん

で
い
く
。

給
食
の
異
物
混
入
説
明
を

（
学
校
給
食
）

正
路
委
員

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
異
物
混

入
が
あ
っ
た
と
、
保
護
者
に
そ

の
当
日
文
書
が
回
っ
た
。

　

学
校
給
食
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
と
の
こ

と
、
早
い

対
応
を
し

て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
流
れ
に
つ
い
て
説

明
を
お
願
い
す
る
。

三
船
教
育
長

答　

盛
岡
の
学
校
給
食
会
か
ら

取
っ
て
い
る
主
食
の
部
分
で
、

法
人
税
増
の
見
通
し
は

（
税
対
策
）

野
場
委
員

問　

法
人
税
が
前
年
よ
り
５
５

０
万
円
増
え
て
い
る
。
何
年
く

ら
い
伸
び
て
い
く
予
測
か
。

横
田
税
務
出
納
課
長

答　

三
陸
沿
岸
道
路
の
工
事
が

完
了
す
る
ま
で
、
あ
と
３
年
く

ら
い
だ
と
伺
っ
て
い
る
。

住
民
ケ
ア
は
十
分
か

（
保
健
推
進
）

中
上
委
員

問　

県
に
移
管
さ
れ
る
国
民
健

康
保
険
料
は
、
村
の
基
金
か
ら

機
械
の
ボ
ル
ト
が
劣
化
し
金
属

片
の
混
入
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
全
部
破
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
学

校
給
食
会
と
も
協
議
し
、
業
者

と
の
今
後
も
含
め
、
協
議
す
る

よ
う
伝
え
て
い
る
。

育
英
奨
学
貸
付
金
の

内
容
と
実
績
説
明
を

（
教
育
行
政
）

大
上
委
員

問　

育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
１

８
０
万
円

の
内
容
。

過
去
の
実

績
、
運
用

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。
利
用
す

る
際
の
所
得
の
位
置
付
け
は
。

松
葉
教
育
次
長

答　

１
８
０
万
円
は
５
人
分
の

貸
付
金
だ
。
実
績
は
、
23
年
度

に
１
人
、
26
年
度
か
ら
２
人
、

27
年
度
か
ら
が
２
人
、
29
年
度

か
ら
が
３
人
、
奨
学
金
は
高
校

生
を
対
象
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ

は
中
学
校
を
通
じ
て
全
生
徒
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

償
還
は
、
高
校
を
卒
業
し
て

６
カ
月
経
過
し
た
後
、
10
年
以

内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
ま
た
は

全
額
返
済
し
て
い
た
だ
く
。

　

利
用
す
る
基
準
は
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
方

で
、
成
績
な
ど
も
評
点
が
３
・

５
以
上
の
一
応
の
目
安
を
定

め
、
そ
の
後
に
選
考
委
員
会
が

あ
る
。
今
ま
で
申
し
込
み
が

あ
っ
た
方
に
は
、
全
員
貸
し
付

け
し
て
い
る
。

矢
巾
町
の
神
楽
交
流

（
交
流
事
業
）

正
路
委
員

問　

矢
巾
町
と
の
文
化
交
流
事

業
の
関
係
で
、
矢
巾
町
で
は
２

月
の
第
１
土
、
日
ご
ろ
、
地
域
伝

承
の
文
化
講
演
な
ど
が
あ
る
。

　

鵜う
の

鳥と
り

神
楽
、
七な

な

頭づ

舞ま
い

を
そ
こ

に
ご
案
内
し
た
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

場
合
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

答　

七
頭
舞
が
秋
祭
り
、
産
業

ま
つ
り
に
中
学
生
の
活
動
費
の

中
か
ら
予
算
化
し
て
い
る
。

　

２
月
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
正
式
に
連
絡
が
あ
れ
ば
検

討
を
し
、
補
正
対
応
で
皆
さ
ん

に
相
談
を
し
て
い
き
た
い
。

教
　
育
　
費

村
税
・
特
別
会
計

補
て
ん
を
し
て
い
く
が
、
保
険

料
補
て
ん
は
村
民
の
健
康
に

よ
っ
て
左
右
す
る
。
そ
れ
を
担

う
住
民
ケ
ア
、
保
健
師
不
足
で

あ
る
が
現
在
十
分
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

現
在
臨
時
の
保
健
師
さ
ん

に
週
３
日
程
度
勤
務
い
た
だ
い

て
い
る
。
戸
別
訪
問
な
ど
十
分

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
相
談
な
ど

に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
迷
惑
が
い

か
な
い
よ
う
努
力
し
、
早
く
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

医
科
・
歯
科
の
恩
恵

改
め
て
皆
が
認
識
を

（
地
域
医
療
）

大
上
委
員

問　

医
科
・
歯
科
診
療
所
の
存

在
に
よ
り
村
民
の
福
利
厚
生
、

特
に
高
齢
者
が
恩
恵
を
被
っ
て

い
る
。
村
民
に
と
っ
て
い
か
に

大
事
か
を
改
め
て
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

柾
屋
村
長

答　

先
生
方
あ
る
い
は
技
術
職

員
、
事
務
の
職
員
な
ど
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
安
定
的
な
サ
ー
ビ

ス
と
村
民
へ
の
安
心
が
与
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
。

利
用
者
の
見
込
み

少
な
く
は
な
い
か

（
く
ろ
さ
き
荘
経
営
）

嵯
峨
委
員

問　

国
民
宿
舎
「
く
ろ
さ
き
荘
」

の
営
業
収
入
に
つ
い
て
、
復
興

関
係
で
利

用
す
る
人

が
年
々

減
っ
て
い

く
中
で
、
一
般
観
光
客
の
目
標

３
０
０
０
人
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

復
興
事
業
関
係
者
の
減
少

が
加
速
し
終
息
に
近
づ
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

 

一
般
観
光
客
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

３
０
０
０
人
で
満
足
す
る
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
そ
れ
以
上

を
目
指
し
、
効
率
的
な
経
営
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

■３月定例会−予算特別委員会の審議2

三陸鉄道で通学する高校生

大
切
な
お
金 

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
…
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０
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基金
村債

7 億 7773 万円

1億 7210 万円

6億 2820 万円

20億 8121 万円

15億 8887 万円

3億 8380 万円

年度

億円グ
ラ
フ
で

見
る
予
算

予算を決めるためには、

長期的な観点、調和、少ない

経費で多くの効果があるか

などを考えることが

大事なんだよ！

えんぞー

すっきぃ

次のページでは、
８人の皆さんから

「村に期待すること」を
聞きました！

 ■主な新規事業（千円未満切り捨て）

　 ▼旧太田名部公民館解体事業設計監理・工事…1284 万円 ▼防災士育成事業…33 万円 ▼ド
ローン操作講習…9 万円 ▼特殊無線技士免許取得事業…6 万円 ▼ＬＥＤ防犯灯・街路灯整備工
事…700 万円 ▼全国瞬時警報システム ( Ｊアラート ) 新型受信機導入事業…486 万円 ▼出会い
創出応援事業 ( 婚活イベント ) …52 万円 ▼華のまち・普代村 ( 河津桜のまちづくり ) 創出事業
…377 万円 ▼福祉タクシー助成券給付費…31 万円 ▼自然休養村管理センター外壁塗装工事…
276 万円 ▼新魚市場建設検討委員会補助金…30 万円 ▼観光バス等誘致促進事業…100 万円▼
観光センター ( 旧館 ) 屋根等修繕工事…306 万円 ▼埋蔵文化財発掘調査業務委託…2350 万円

▼村道堀内港線高潮対策工事…1500 万円 ▼防災計画等修正支援業務委託料…99 万円 ▼カー
ボンマネジメント強化事業 ( 社会体育館 ) …7900 万円 ▼村民テニスコート修繕費…200 万円

▲︱

■ 基金（貯金）・村債（各年度の借入金）の推移
■ 予算の推移
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 金子恵美子さん（茂市）
　商店街も高齢化で活気が消
え、店じまいする所も出てきて
いるし、村内には空き家も増え
ています。空き家を利用したい
人や起業したい人に積極的な情
報提供や資金面の補助をしてほ
しいです。
　旧鳥茂渡小学校舎は、独居老
人のための宿泊施設に適してい
ると思います。

より暮らしやすく、よりよい普代村にするために、皆さんの声を聞かせてください !!

楽しい場所 あればいい！

スケボーのできる公園を！

太田優哉さん（太田名部）
　私たちが子供のころに比べると、
外で遊ぶ子供たちが明らかに少な
くなっていると思います。もちろ
んゲーム機の普及なども原因の 1
つだと思いますが、遊ぶ場所がな
い、もしくは少ないということも
原因だと思います。
　子供たちが「楽しい！」「また行
きたい！」と思える広場とか公園
とかスポーツができる所とか、魅
力ある場所を作ってもらいたいと
思います。

三田地勇治さん家族（中央区）
　2020 年、東京オリンピックの種目にもなっ
たスケートボードのできる公園が、駅の近く
にあれば、子供から大人まで楽しめるのでは
ないかと考えます。
　B ３スポーツのできる場所は県内にもまだ
少ないので、近隣からもボードを片手に三
鉄に乗って遊びに来る人が増えると予想しま
す。
　何より子供たちがたむろ

4 4 4

する場所を造って
いただきたいです。それと、村の未来図を村
民と大いに話し合い、文章ではなく、図面化
して役場に大きく張り出して、眺めることが
できるようになることを期待します！

えんぞー

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

空き家の積極的活用を！
アパートがほしい！

羽場 勇也さん（中央区）
　この前キラウミでバーベキュー
をしました。海もきれいだし、釣
りも好きなのでありがたいです。
友達がアパートを探していたんで
すが、空きがないようです。定住
でなくても、普代に住みたい人は
いるようですよ。

宮本 英
えい

紀
き

さん（堀内）
　自衛隊に 9 年いましたが、１年前に普代に戻って来
て、漁師になりました。
　イライラしながらも、周りの方にいろいろ教えても
らい、１年たってやっと慣れてきました。仕事を覚え
るので精いっぱいですが、楽しくやっています。やっ
ぱり普代の海はきれいだし、船から見た景色は最高で
すね！
　村には、インターネット環境を整備してほしいです。
ここは光（ケーブル）が入ってないので、ぜひ、お願
いします。あとアパートがほしいです。探したけど、
空きがありませんでした。

インターネット環境の整備を！

安全な場所に公園を！

キラウミに遊具を！

菊池 祐史さん（中央区）
　キラウミにブランコやす
べり台、アスレチック的な
もの、ボール遊びができる
ものがあればいいですね。
子連れの人が集まれば、人
も集まる！

伊藤 晶
あき

子
こ

さん（旭
あさ

日
ひ

区）左
赤坂 直子さん（白　井）右

　キラウミやまついそ公園にも行くけ
ど、海が近く目を離すと怖い。トイレも
ありきれいだけど、なんかおしい。安全
な場所に公園があればいいですね。

VOICE 20〜 40 代の声特集！

すっきぃ

B3スポーツは、BMX（自転車）、スケートボード、
インラインスケートの三種目の総称です。

村に期待す ることは 何
なに
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３　月
定例会

3 月末、旧太田名部児童館跡地に完成した太田名部公民館。広いトイレときれいなホールも設備

「ふるさとチョイス」の普代村のページ画面

　
村
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
で
は
、

平
成
30
年
度
予
算
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
一
般 

会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、
社
会
体
育
館
・
く
ろ
さ
き
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
な
ど
４
件
の
指
定
管
理
な
ど
38
議
案

が
村
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。（
15
㌻
ま
で
）

一
般
会
計

補
正
予
算

太
田
名
部
公
民
館
が
完
成
！

社
会
体
育
館
な
ど
４
施
設
を
指
定
管
理

■３月定例会−補正予算の可決事項・質疑

か
っ
た
こ
と
か
ら
事
業
費
５
２

０
万
４
千
円
を
減
額
、
看
護
・

介
護
・
保
育
職
養
成
奨
学
資
金

貸
付
金
も
応
募
が
な
く
１
４
８

万
２
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
の
金
額
の
決
定
、
入
札

残
、
事
業
執
行
残
に
よ
り
予
算

を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
道
南
白
井
港
線
道

路
災
害
復
旧
工
事
１
１
０
０
万

円
、
漁
港
施
設
維
持
修
繕
工
事

１
８
０
万
円
な
ど
を
増
額
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
で

１
１
５
３
万
円
増

▽
一
般
会
計
補
正
予
算（
７
号
）

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
に

４
２
５
９
万
４
千
円
を
減
額

し
、
総
額
で
32
億
６
８
１
３
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
減
額
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
受
入
事
業
で
応
募
が
な

産
業
促
進
委
託
料

３
０
０
万
円
増
は

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

嵯
峨
議
員

問　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
地
域
産
業
促
進
委
託
事
業
増

３
０
０
万
円
の
中
身
は
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

当
初
予
算
で
ふ
る
さ
と
納

税
を
８
０
０
万
円
と
想
定
し
て

お
り
、
そ
の
内
業
務
率
50
％
で

４
０
０
万
円
を
㈱
青
の
国
ふ
だ

い
に
委
託
料
と
し
て
支
払
う
予

定
だ
っ
た
が
、
２
月
末
で
１
３

０
０
万
円
を
超
え
た
寄
附
額
に

な
り
、
増
加
分
を
見
込
ん
で
３

０
０
万
円
の
増
と
し
た
。

く
ろ
さ
き
多
機
能

補
足
給
付
費
減
は

（
老
人
福
祉
）

野
場
議
員

問　

く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
補
足
給
付
費
減
の
要
因

は
。
ま
た
、
職
員
が
足
り
な
く

て
入
所
を
制
限
し
て
い
な
い
か

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

寄
附
額
は
妥
当
か

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

大
上
議
員

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
は
、
当
初

８
０
０
万
円
を
想
定
し
て
い
た

が
、
１
３
０
０
万
円
に
な
っ
た

た
め
、
追
加
で
３
０
０
万
円
を

計
上
し
た
の
か
。

　

１
３
０
０
万
円
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
全
国
的
に
見
て
少
な
い

金
額
だ
と
感
じ
、
Ｐ
Ｒ
不
足
だ

と
思
う
。
県
平
均
は
い
く
ら
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
発
送
業

伺
う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

軽
減
は
対
象
者
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
利
用
者

を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る

が
、
職
員
確
保
が
難
し
い
の
も

事
実
で
あ
る
。

協
力
隊
の
成
果
は

公
表
し
な
い
の
か

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

中
上
議
員

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
１

名
３
年
任
期
を
終
え
て
終
了
し

た
。
３
年
間
の
実
績
な
ど
村
と

し
て
の
成
果
公
表
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
協
力
隊
制
度
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

次
号
の
「
広
報
ふ
だ
い
」

で
、
今
後
の
動
向
や
活
動
の
報

告
も
あ
る
と
思
う
。

　

協
力
隊
に
は
、
地
域
が
持
っ

て
い
る
課
題
解
消
、
特
に
も
復

興
か
ら
観
光
振
興
を
加
速
さ
せ

る
た
め
に
三
セ
ク
会
社
を
設
立

し
た
。
三
セ
ク
会
社
に
配
置
し
、

体
験
型
観
光
の
推
進
体
制
も
考

え
て
い
る
。

務
な
ど
を
㈱
青
の
国
に
寄
附
額

の
50
％
で
委
託
し
て
い
る
。
当

初
は
８
０
０
万
円
の
想
定
で

50
％
の
４
０
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
、
実
績
が
１
４
０
０
万

円
に
な
り
そ
う
な
こ
と
か
ら
、

50
％
の
７
０
０
万
円
と
す
る
た

め
今
回
、
差
額
３
０
０
万
円
を

増
額
し
た
。

　

全
国
的
に
は
、
１
３
０
０
万

円
は
決
し
て
多
い
納
税
額
で
は

な
い
。
28
年
度
、
岩
手
県
で
30

億
４
０
０
０
万
円
で
、
平
均
で

約
９
２
０
０
万
円
。
納
税
額
の

高
い
市
町
村
を
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
納
税
額
の
拡

大
に
努
め
た
い
。

指
定
管
理

社
会
体
育
館
な
ど

４
施
設
を
指
定

▽
普
代
村
立
普
代
社
会
体
育

館
及
び
普
代
村
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉

法
人
普
代
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
宇
部
由
明
会
長
）
▽
期

間
…
平
成
30
年
４
月
１
日
〜

平
成
31
年
3
月
31
日
（
１
年

間
）

▽
く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉

法
人
普
代
福
祉
会
（
大
上
重

信
理
事
長
）
▽
期
間
…
平
成

30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
１
年
間
）

▽
太
田
名
部
地
域
活
動
拠
点

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定

▽
指
定
管
理
者
…
太
田
名
部

地
区
自
治
会
▽
期
間
…
平
成

30
年
４
月
１
日
〜
平
成
33
年

3
月
31
日
（
４
年
間
）

▽
普
代
村
観
光
セ
ン
タ
ー
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
株
式
会
社

青
の
国
ふ
だ
い
▽
期
間
…
平

成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31

年
3
月
31
日
（
１
年
間
）

えんぞー

質

議

指定管理制度は
…村（地方公共団体）が、公

の施設の設置目的を効果的に
達成する必要があると認めると
き、村が指定するものに管理を
行わせることができる
制度です！
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漁
港
整
備
の
負
担
金

９
０
０
万
円
の
中
身

（
漁
港
整
備
）

金
子
議
員

問　

水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業

地
元
負
担
金
９
０
０
万
円
の
中

身
を
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

新
港
の
北
護
岸
の
改
良
35

ｍ
を
予
定
し
て
い
る
。
浄
化
施

設
付
近
の
護
岸
を
越
え
て
く
る

波
を
防
ぐ
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
製

作
す
る
。

　

県
の
予
定
で
は
、
30
年
度
に

完
成
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

鳥
獣
対
策
で
の

報
奨
金
の
範
囲
は

（
鳥
獣
対
策
）

正
路
議
員

問　

鳥
獣
対
策
の
報
奨
金
は
熊

だ
け
な
の
か
、
そ
の
ほ
か
の
鳥

獣
関
係
は
（
報
奨
金
が
で
る
の

か
）
ど
う
な
の
か
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

答　

熊
、
鹿
、
そ
の
ほ
か
鳥
獣

な
ど
、野
生
動
物（
が
対
象
）で
、

29
年
度
は
、
熊
、
鹿
の
わ
な
設

置
等
に
支
出
し
て
い
る
。

住
宅
料
の
軽
減
措
置

考
え
方
の
説
明
を

（
住
宅
施
策
）

大
上
議
員

問　

住
宅
料
金
の
軽
減
措
置
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
５
年
間
無

料
に
な
る
。
無
料
分
は
ど
こ
か

ら
入
っ
て
く
る
と
い
う
前
提
な

の
か
。
入
居
が
決
ま
っ
て
い
る

の
に
料
金
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
か
。
軽
減
措
置
の
考
え
方
を

伺
う
。

が
、（
村
管
理
の
）
配
管
の
設

計
図
な
ど
あ
る
の
か
。

大
村
建
設
水
産
課
主
幹

答　

個
人
管
理
で
な
い
村
管
理

の
水
道
も
何
箇
所
か
凍
結
が

あ
っ
た
。

　

古
い
管
は
大
ま
か
な
図
面
し

か
な
く
、
存
在
し
な
い
部
分
が

あ
る
が
、
最
近
の
も
の
は
図
面

な
ど
は
あ
る
。

　

今
後
、
台
帳
整
備
に
向
け
、

不
明
部
分
を
解
消
し
て
い
く
調

査
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

普
代
駅
前
住
宅

３
棟
分
を
追
加

▽
村
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

南
浜
村
営
住
宅
の
代
替
え
と

し
て
、
完
成
予
定
の
普
代
駅
前

住
宅
３
棟
を
、
村
営
住
宅
条
例

に
追
加
す
る
た
め
の
一
部
改
正

で
す
。

　

住
宅
は
木
造
平
屋
２
戸
建
て

で
、
面
積
は
１
棟
が
約
50
㎡
、

２
棟
が
約
40
㎡
。
６
人
が
入
居

で
き
ま
す
。

館
は
利
用
で
き
る
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

答　

体
育
館
は
耐
震
も
大
丈
夫

で
十
分
に
使
え
る
と
認
識
し
て

い
る
。
後
々
、
全
体
と
し
て
体

育
館
を
含
め
て
活
用
し
た
い
。

「
く
ろ
さ
き
ホ
ー
ム
」

３
年
の
指
定
管
理
は

（
老
人
福
祉
施
設
）

野
場
議
員

問　

く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
の
指
定
管
理
期
間
が
昨

年
度
か
ら
１
年
ず
つ
に
な
っ
て

い
る
。
３
年
間
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

白
井
簡
水
の
移
設

１
６
０
０
万
円
減

▽
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
４
号
）

　

補
正
額
２
０
６
９
万
３
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
４
４

５
万
１
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
工
事
の
工
作

物
移
転
に
係
る
白
井
簡
水
配
水

管
移
設
工
事
１
６
０
０
万
円
と

同
測
量
設
計
業
務
委
託
料
１
２

８
万
４
千
円
な
ど
を
減
額
し
ま

し
た
。

水
道
管
の
設
計
図

役
場
に
あ
る
の
か

（
簡
易
水
道
）

正
路
議
員

問　

今
年
、
低
温
状
況
が
多
く
、

埋
設
の
水
道
管
が
凍
っ
た
事
例

が
何
件
か
あ
っ
た
み
た
い
だ

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

軽
減
分
が
他
か
ら
入
っ
て

く
る
も
の
で
は
な
い
。
料
金
は

決
ま
っ
て
い
る
。
軽
減
措
置
は

新
築
の
料
金
が
高
く
な
る
の

で
、
公
営
住
宅
法
の
規
定
を
あ

て
は
め
て
５
年
間
、軽
減
す
る
。

新
築
の
公
民
館
で

体
育
館
の
活
用
も

（
地
区
公
民
館
）

大
上
議
員

問　

旧
黒
崎
小
学
校
の
体
育
館

は
使
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
築

す
る
公
民
館
と
合
わ
せ
て
有
効

活
用
で
き
な
い
も
の
か
。
体
育

黒
崎
と
堀
内
の

整
備
計
画
を
変
更

▽
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更

　

辺
地
に
係
る
黒
崎
辺
地
と
堀

内
辺
地
の
整
備
計
画
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

　

黒
崎
は
、
地
区
公
民
館
の
老

朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
を
計
画

す
る
も
の
で
、
堀
内
は
、
地
区

と
漁
港
を
連
絡
す
る
村
道
堀
内

港
線
の
高
潮
対
策
を
計
画
す
る

も
の
で
す
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

今
後
は
変
更
も
あ
り
得
る

が
、
30
年
度
は
１
年
間
に
な
っ

た
。

条
例
改
正

特
別
会
計

補
正
予
算

3 棟 6 戸が完成した普代駅前住宅

「一般質問」

　3 月定例会の一般質問には、野場義時議

員、金子泰男議員、中上一登議員の 3 人

が登壇し、村の課題などに村当局の考え

を問いました。

　一般質問とは、議員が執行機関である

村長などに対し、事務事業の状況や将来

の方針などについて、問いただしたりす

ることをいいます。村議会では「一問一

答方式」で行っていますので、１人 60 分

の制限時間内で質疑を繰り返します。

村の課題を熱く深く議論�

次の㌻から

　　　【１番目】

野
の ば

場  義
よしとき

時 議員　16p

①村臨時職員の待遇改善を
②全国学力調査結果と「部活動指導員」の

配置

　　　【２番目】

金
かね

子
こ

  泰
やす

男
お

 議員　17p

①村職員にまちづくり研修を
②救急車出動時の署員体制充実を

　　　【３番目】

中
なかがみ

上  一
かず

登
と

 議員　18p

①職員の評価を組織活性化に

人
　
　
事

新
副
村
長
に

太
田
栄
時
氏

　

空
席
と
な
っ
て
い
た
普
代
村

副
村
長
に
太
田
栄
時
氏（
45
）を

選
任
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

　

太
田
氏
は
、
昭
和
48
年
生
ま

れ
。
県
職
員
と
し
て
秘
書
広
報

室
広
聴
広
報
課
、
県
北
広
域
振

興
局
経
営
企
画
部
二
戸
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
商
工
労
働
観
光

部
商
工
企
画
室
で
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。

教
育
長
に

三
船
雄
三
氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
現
普
代

村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
三
船

雄
三
氏
（
62 

・
緑
区
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
委
員
に

大
村
政
義
氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
現
普
代

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

大
村
政
義
氏
（
64
・
太
田
名
部
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
５
月

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

大村政義氏 三船雄三氏 太田栄時氏

すっきぃ

質

議

質

議

条例案の審議で
は、何の目的で制定さ
れ、村民の皆さんが賛成で
きるものであるかなどを
考え、審議します！

質問者と内容
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無期転換ルール
臨時職員への対応は

まちづくりのため
若手職員に視察研修を

２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
４
月
に
改
正

さ
れ
た
労
働
契
約
法
で
定
め
ら

れ
た
有
期
職
員
の
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」
が
、今
年
４
月
１
日
、

民
間
で
施
行
さ
れ
る
が
、
村
で

は
村
の
臨
時
職
員
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺

う
。公

務
分
野
で
は
ま
だ

適
用
さ
れ
て
い
な
い

柾
屋
村
長　

無
期
労

働
契
約
へ
の
転
換

ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
雇
い
止
め

行
為
の
ル
ー
ル
な
ど
は
、
民
間

分
野
を
対
象
に
施
行
・
適
用
と

な
る
。

　

こ
の
法
律
、
公
務
分
野
全
般

へ
の
適
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
、
村
と
し
て
の
法
律

へ
の
対
応
は
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
へ
の
期
末
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
は
、「
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
推
進
法
」
と
の

関
係
で
、
平
成
32
年
４
月
１
日

か
ら
の
地
方
公
務
員
法
及
び
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
、
新
た
な
会
計
年
度
の
任
用

職
員
制
度
で
勤
務
さ
れ
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
か
ら
期
末

手
当
を
支
給
で
き
る
も
の
で
あ

る
。全

国
学
力
調
査

村
の
結
果
は
？

平
成
29
年
度
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
に

お
い
て
、
岩
手
県
、
そ
し
て
普

代
村
の
学
力
は
ど
れ
く
ら
い
の

も
の
だ
っ
た
か
伺
う
。

小
６
、
中
３
と
も

全
国
平
均
下
回
る

三
船
教
育
長　

小
学

６
年
生
の
国
語
で
は

県
平
均
は
全
国
を
上
回
り
、
算

数
は
、
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
。

中
学
３
年
生
は
、
国
語
で
ほ
ぼ

同
等
、
数
学
で
は
下
回
っ
て
い

た
。

　

本
村
の
結
果
は
小
学
６
年

生
、
中
学
３
年
生
い
ず
れ
も
国

語
、
算
数
、
数
学
で
全
国
の
平

均
を
下
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
目
標
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

部
活
動
指
導
員

設
置
の
予
定
は
　

部
活
動
指
導
員
に
つ

い
て
、
普
代
村
で
は

平
成
30
年
度
に
設
置
す
る
予
定

が
あ
る
の
か
伺
う
。

三
船
教
育
長　

県
と

し
て
は
新
規
事
業
と

し
て
30
年
度
か
ら
段
階
的
な
配

置
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
で
は
30
年
度
当
初

の
予
算
要
求
は
し
て
い
な
い
。

　

県
か
ら
の
通
知
を
待
ち
、
今

後
本
村
で
実
施
可
能
か
ど
う

か
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

中
学
校
と
協
議
の
上
、
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
減
少
が
進
み
、

過
疎
化
が
心
配
さ
れ
る
。
若
い

職
員
か
ら
ま
ち
お
こ
し
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
が
大
い
に
出
て
く
る

よ
う
期
待
す
る
。

県
派
遣
、
防
災
士

参
加
に
取
り
組
む

柾
屋
村
長　

職
員
資

質
の
向
上
を
考
え
研

修
事
業
に
取
り
組
む
。
県
へ
１

年
の
派
遣
研
修
、
防
災
士
、
ド

ロ
ー
ン
研
修
、
無
線
免
許
の
研

修
な
ど
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
ち
づ
く
り
活
性
化

の
た
め
若
手
職
員
を

研
修
視
察
に
派
遣
す
る
こ
と
に

つ
い
て
い
か
が
お
考
え
か
。
ま

た
、
ア
イ
デ
ア
を
定
期
的
に
募

集
す
る
な
ら
ば
、
常
に
問
題
意

識
を
持
ち
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
意
欲
も
湧
く
の
で
は
な
い

か
、
ご
見
解
を
。

柾
屋
村
長　

職
員
の

ま
ち
づ
く
り
研
修
、

先
進
地
視
察
は
平
成
27
年
に
２

人
ず
つ
４
グ
ル
ー
プ
、
８
人
に

実
施
し
た
。
職
員
の
研
修
は
大

変
重
要
、
内
容
を
吟
味
し
可
能

な
範
囲
で
取
り
組
ま
せ
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
定
期
的
ア
イ

デ
ア
募
集
の
件
、
地
方
創
生
研

究
会
、
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
な

ど
を
設
置
し
、
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
で
き
る
も
の
か
ら
具
現

化
に
努
め
て
い
る
。

職
員
の
育
成
に
は

村
の
後
押
し
必
要

若
い
職
員
に
民
間
団

体
、
住
民
が
協
力
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

地
域
を
視
察
さ
せ
、
村
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
に
な
る
よ
う
村
が

て
い
る
。

　

職
員
が
村
を
知
る
こ
と

は
当
然
だ
し
、
接
遇
の
力

も
身
に
付
け
さ
せ
る
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

関
係
で
法
令
と
か
条
例
な

ど
、
し
っ
か
り
読
む
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

事
務
処
理
能
力
を
向
上
さ

せ
る
よ
う
取
り
組
む
。

救
急
車
の
出
動
時

非
番
員
に
負
担
増

消
防
法
施
行
令

で
救
急
隊
は
救

急
自
動
車
１
台
及
び
３
人
以
上

を
も
っ
て
編
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
規
定
で
あ
る
。
普
代
分

署
で
４
人
体
制
時
に
救
急
出
動

す
れ
ば
分
署
内
が
１
人
と
な

り
、
非
番
員
に
負
担
が
か
か
る

状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長　

救
急
車

が
出
動
時
、
平
日
だ

と
分
署
長
が
在
庁
し
署
内
２
人

体
制
に
、
夜
間
、
土
日
な
ど
は

１
人
体
制
の
場
合
が
あ
る
。

　

火
災
な
ど
の
対
応
で
公
休
日

の
署
名
招
集
は
、
可
能
な
限
り

避
け
て
、
非
番
署
員
の
招
集
を

し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。

　

久
慈
管
内
、
他
の
状
況
な
ど

総
合
判
断
で
現
行
の
定
員
や
非

番
招
集
体
制
を
と
っ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。

常
備
消
防
で
署
員
体

制
現
在
15
名
、
国
の

指
針
16
名
と
な
っ
て
い
る
、
首

長
会
議
、
担
当
課
長
会
議
な
ど

で
（
国
の
指
針
に
）
近
づ
け
て

い
こ
う
と
い
う
よ
う
な
話
し
合

い
が
も
た
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か
お
聞
き
す
る
。

柾
屋
村
長　

配
置
人

員
の
関
係
は
、
広
域

全
体
で
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
業
務
、検
査
、指
導
等
々

不
足
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と

お
聞
き
し
て
い
る
。
現
段
階
で

は
、
議
論
は
ま
だ
本
格
的
に
は

さ
れ
て
い
な
い
。

川
向
総
務
課
長　

国

の
指
針
は
16
名
だ

が
、
会
議
で
は
出
て
い
な
い
。

洋
野
消
防
署
が
出
来
た
こ
と
に

よ
り
、
体
制
整
備
、
役
職
な
ど

の
見
直
し
の
議
論
な
ど
は
し
て

い
る
。

臨時職員が働く「はまゆり子ども園」

H32年法適用からの対応となる
―  柾屋村長

可能な範囲で取り組ませたい
―  柾屋村長

野
場
義
時

金
子
泰
男

質
問

答
弁

校庭で練習をする普代中野球部

質
問

質
問

答
弁

答
弁

辞令交付式に臨む村職員

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

待遇改善職場研修

●17
ふだい議会だより  №143

平成30年４月26日発行
●16

ふだい議会だより  №143

平成30年４月26日発行



国
の
人
事
評
価
制
度

導
入
か
ら
２
年
が
経

過
し
た
。以
下
の
２
点
を
伺
う
。

　

①
人
事
評
価
の
弊
害
は
何

か
。
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い

る
の
か
。

　

②
職
員
の
や
る
気
の
た
め

に
、
三
役
や
課
長
の
対
応
の
在

り
方
は
。

５
回
の
面
談
を
通
じ
て

上
司
・
部
下
の
関
係
良
好

柾
屋
村
長　

①
人
事

評
価
結
果
を
手
当
の

支
給
や
定
期
昇
給
に
反
映
さ
せ

て
、
そ
の
結
果
が
何
十
年
も
影

響
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来

的
に
士
気
を
下
げ
る
心
配
も
あ

る
。

　

上
司
と
部
下
の
面
談
が
年
５

回
行
わ
れ
る
の
で
、
重
ね
る
う

ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

良
好
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

②
悩
ま
ず
早
め
に
上
司
に
相

談
。
村
民
目
線
で
真
摯
懸
命
に

対
応
し
、
早
め
の
報
告
、
対
応

を
心
が
け
る
気
配
り
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
題
は
、
人
事
評
価

が
人
材
育
成
に
つ
な

が
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
。
平
成
27
年
に
人
事
評

価
の
研
修
は
１
名
だ
が
、
平
成

28
、
29
年
の
状
況
を
伺
う
。

川
向
総
務
課
長　

平

成
28
年
度
は
評
価
す

る
側
の
研
修
を
１
名
に
１
回
。

平
成
29
年
度
は
検
討
中
で
あ

る
。

評
価
す
る
側
の
課
長

が
１
人
だ
け
の
研
修

と
い
う
の
は
、
き
ち
ん
と
人
事

評
価
が
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。

　

平
成
28
年
９
月
に
「
職
員
接

遇
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
効
果
の

検
証
を
総
務
課
長
に
質
問
し

て
い
る
。
実
施
し
て
い
な
い

と
い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
対
応
と
村
長
の
指
示

は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

川
向
総
務
課
長

平
成
30
年
度
の
予

定
は
、
新
人
の
研
修
会
を
検

討
し
て
い
る
。
接
遇
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
と
か
も
あ

る
の
で
、
そ
の
中
で
考
え
て

い
る
。

国
の
人
事
評
価
制

度
は
制
度
と
し

て
、
も
っ
と
村
に
マ
ッ
チ
し
た

形
の
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出

す
方
法
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

柾
屋
村
長　

国
の
基

準
の
中
で
、
評
価
す

る
方
も
さ
れ
る
方
も
勉
強
し
、

国
の
通
り
に
運
用
す
る
。
足
し

た
り
引
い
た
り
は
し
な
い
。

職
員
が
上
司
評
価

考
え
て
は
ど
う
か

制
度
と
し
て
、
職
員

が
上
司
を
評
価
す
る

と
い
う
方
法
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
制
度
の
方
が
重
要
と

考
え
る
。そ
の
項
目
の
中
に「
市

民
思
考
で
現
場
感
覚
を
持
ち
、

市
民
目
線
」「
役
所
の
倫
理
を

押
し
通
す
こ
と
な
く
」
と
の
評

価
項
目
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
上
司
が
自
ら
実
行
す

る
こ
と
が
職
員
教
育
に
な
る
。

職
員
か
ら
の
上
司
の
評
価
も
考

え
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
接
遇
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
内
容
は
基
本
中
の
基
本
で
分

か
り
や
す
い
。
も
っ
と
活
用
す

べ
き
で
あ
る
。

新
人
の
職
員
に
よ
る

上
司
評
価
は
難
し
い

柾
屋
村
長　

接
遇
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
臨

時
職
員
を
見
る
と
机
の
上
に
あ

り
、
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
半

面
、（
正
）
職
員
の
机
に
は
見

え
な
い
、
な
お
徹
底
さ
せ
る
よ

う
に
す
る
。

　

職
員
が
上
司
の
評
価
を
す
る

こ
と
は
、
入
っ
て
す
ぐ
の
職
員

も
、
課
長
、
係
長
を
評
価
す
る

と
な
れ
ば
、経
験
、事
務
の
流
れ
、

相
対
的
な
環
境
と
い
う
も
の
も

あ
る
の
で
当
面
は
難
し
く
、
導

入
は
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

役場内での様子（住民福祉課）

答
弁

答
弁

職員の独自評価を

国の基準に沿って評価する
―  柾屋村長

中
上
一
登

職員資質の向上

請
願
・
陳
情

　
３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
１
件
で
し
た
。
総

務
常
任
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員
長
）
で
審
査
し
た
結
果
、

採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
。
本
会
議
で
も
全
員
賛
成
し
、

発
議
案
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議員発議

安全安心な
タクシー事業の
推進を求める意見書
を国などに要望

　３月定例会で「ライドシェア

の導入を慎重に審議し、安全・

安心なタクシー事業の推進を求

める意見書」が、議員発議で提

案され、これを可決。国に対し

意見書を送付しました。

　内容は、請願のとおり、安全・

安心なタクシー事業を推進する

ため、利用客の安全が脅かされ、

地域の既存交通事業を崩壊させ

る恐れのあるライドシェア導入

に反対するものです。

▼提出先…内閣総理大臣　総務

大臣　国土交通大臣　内閣府特

命担当大臣　衆議院議長　参議

院議長

安
全
か
つ
安
心
な

タ
ク
シ
ー
事
業
を

▼
請
願
人

　

生
活
交
通
を
つ
く
る
い
わ
て

の
会
共
同
代
表　

一
般
社
団
法

人
岩
手
県
タ
ク
シ
ー
協
会
会
長　

小
野
幸
宣
外
６
団
体

▼
請
願
の
内
容

　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー

事
業
を
守
る
施
策
推
進
を
求
め

る
請
願

　

政
府
は
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
利
用
客
か
ら
運
送
対
価
を

取
っ
て
自
家
用
車
で
利
用
客
を

送
迎
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」（
無
資
格
自
家
用

車
有
償
輸
送
）
の
本
格
導
入
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
道
路
運

送
法
で
禁
止
さ
れ
て
き
た
「
白

タ
ク
」
行
為
を
合
法
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
普
通
第
二
種
免
許

や
運
行
管
理
者
の
配
置
も
不
要

と
す
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
そ
の
導
入
に
反
対
す
る

も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

審
査
で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
安
全
面
な
ど
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
導
入
は
慎
重

に
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
本
請
願
の
主
旨
は
妥
当
と

全
会
一
致
で
「
採
択
」
と
し
た
。

　

村
議
会
第
２
回
臨
時

議
会
は
、
３
月
27
日
開

会
、
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。

　

審
議
し
た
案
件
は
、

29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
29
年
度
国
民
健

康
保
険
・
同
簡
易
水
道

特
別
会
計
、
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の
４

件
を
全
員
賛
成
で
原
案

可
決
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　

補
正
額
３
５
４
９
万
６
千
円

を
減
額
し
、
総
額
で
32
億
３
２

６
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
積
立
金
の
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
に
１
３
１
２
万

２
千
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
６
７
８
万
４
千
円
な
ど
増

額
。

　

一
方
で
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
委
託
料
（
沢
・

白
井
・
黒
崎
漁
港
の
改
修
工
事

の
設
計
）
の
入
札
残
分
の
４
６

５
６
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
委
託
料
は
30
年

度
の
補
正
予
算
に
同
額
計
上
し

て
い
ま
す
。　

沢
山
橋
改
良
工
事

５
４
０
万
円
増
額

▽
村
道
普
代
駅
前
１
号
線
（
沢

山
橋
）
道
路
改
良
工
事
の
変
更

請
負
契
約
に
関
す
る
専
決
処
分

　

取
付
道
路
の
護
岸
工
に
一
部

変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
変

更
契
約
を
し
た
も
の
で
す
。

　

▽
契
約
金
額
（
変
更
後
）
…

２
億
６
６
９
９
万
６
５
２
０
円

（
５
４
１
万
４
０
４
０
円
増
）
▽

請
負
者
…
宮
城
建
設
株
式
会
社

第
２
回

臨
時
議
会

専
決
処
分

こんなことが、決まりました

皆
さ
ん
か
ら
の

請
願
１
件
を
採
択

えんぞー
※専決処分…議会を招集する時間的余裕がないとき、村長が議会に代わって議会の権限事項について意思決定を行うものです。

工事中の沢山橋
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議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果
議案第１号 30 年度　一般会計予算 

可　決
（全員賛成）

議案第２号 30 年度　国民健康保険特別会計予算
議案第３号 30 年度　国民健康保険診療施設特別会計予算
議案第４号 30 年度　簡易水道特別会計予算
議案第５号 30 年度　休養施設事業特別会計予算
議案第６号 30 年度　漁業集落排水事業特別会計予算
議案第７号 30 年度　後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第８号 29 年度　一般会計補正予算（第７号）
　補正額 4259 万 4 千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 32 億 6813 万円にしました。

可　決
（全員賛成）

議案第９号 29 年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　補正額 1926 万 3 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4億 8008 万 1 千円にしました。

議案第10号 29 年度　国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第３号）
　補正額 2037 万 8 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 2億 4300 万円にしました。

議案第11号 29 年度　簡易水道特別会計補正予算（第４号）
　補正額 2069 万 3 千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1億 5445 万 1 千円にしました。

議案第12号 29 年度　休養施設事業特別会計補正予算（第４号）
　補正額 1943 万 5 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1億 4422 万 3 千円にしました。

議案第13号 29 年度　漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
　補正額 6万 9千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 2481 万 4 千円にしました。

議案第14号
普代村地域活動拠点施設設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例
　太田名部地区の地域活動拠点施設整備の完成予定に伴い、普代村地域活動拠点施設として設置及び管理運営
を行うため本条例の一部を改正するもの。

可　決
（全員賛成）

議案第15号 普代村国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を改正する条例
　平成 30 年度から、県が財政運営の責任主体となることに伴い、所要の改正を行うもの。

議案第16号
普代村村税条例の一部を改正する条例
　地方税法及び航空機燃料贈与税の一部を改正する法律が平成 29 年 3 月 27 日に成立し、国民健康保険にお
ける財政責任主体が岩手県になることに伴う国民健康保険税の改正及び岩手県国民健康保険運営方針の定めに
沿い、税率等の改正を行うもの。

議案第17号 普代村国民健康保険条例の一部を改正する条例
　国民健康保険法の全部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

議案第18号 普代村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
　高齢者の医療の確保に関する法律、第 55 条の 2の規定が新設されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

議案第19号 普代村小規模多機能施設設置及び管理条例の一部を改正する条例
　介護保険法の改正に伴い、所要の改正を行うもの。

議案第20号 普代村漁港管理条例の一部を改正する条例
　岩手県漁港管理条例の改正に伴い、所要の改正を行うもの。

議案第21号
普代村水産業共同利用施設設置及び管理運営に関する条例の一部改正
　中小機構より譲渡された堀内・沢・太田名部地区の漁師組合契約分の仮設施設について、黒崎・普代・白井
地区と同様に共同利用施設として位置づけるため所要の改正を行うもの。

議案第22号
道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部を改正する政令が平成 29 年 4月 1日より施行されたことに伴い条例で定める占用料に
ついて所要の改正を行うもの。

議案第23号
法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部を改正する政令が平成 29 年 4月 1日より施行されたことに伴い条例で定める使用料に
ついて所要の改正を行うもの。

議案第24号 普代村村営住宅条例の一部を改正する条例
　平成 30 年 3月完成 ( 予定 ) の普代駅前住宅を追加することから一部改正を行うもの。

◆３月定例会で決まった議案 ◆

3 月定例会の初日、所信を述べる柾屋村長 定例会初日は老人クラブの皆さんらが傍聴しました 村側の説明を受ける予算特別委員 人事案件３件は起立採決で議決しました

議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第25号

岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更及び岩手県市町村総合事務組合
規約の一部変更の協議に関し議決を求めること
　平成 30 年 3 月 31 日をもって、紫波、稗貫衛生処理組合の常勤の職員が配置されなくなることから、常勤
の職員に係る退職手当の支給に関する事務を共同処理する団体から除くこと及び岩手県市町村総合事務組合規
約別表第 2において、所要の整備を行おうとするもの。

可　決
（全員賛成）議案第26号

岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求めること
　平成 30 年 3 月 31 日をもって、紫波、稗貫衛生処理組合を岩手県市町村総合事務組合における常勤の職員
に係る退職手当の支給に関する事務を共同処理する団体から除くことに伴い、岩手県市町村総合事務組合の財
産処分を行おうとするもの。

議案第27号
適正な対価なくして譲渡を行うことに関し議決を求めること
　東日本大震災により著しい被害を受けた中小企業等を継続的に支援するため、独立行政法人中小企業基盤整
備機構が整備をした仮設施設について、適正な対価なくして譲渡を行おうとするもの。

議案第28号 過疎地域自立促進計画の変更
　平成 30 年度以降の過疎地域自立促進事業の推進を図るため、普代村過疎地域自立促進計画を変更するもの。 可　決

（全員賛成）
議案第29号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更

　辺地に係る公共的施設の総合整備のために、黒崎辺地及び堀内辺地の整備計画を変更するもの。

議案第30号 太田名部地域活動拠点施設に係る指定管理者の指定
　上記施設の管理者を太田名部地区自治会に指定。指定期間は平成 30 年 4月 1日～平成 33 年 3月 31 日。

可　決
（全員賛成）議案第31号

普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定
　上記施設の管理者を社会福祉法人普代村社会福祉協議会に指定。指定期間は、平成 30 年 4月 1日～平成 31
年 3月 31 日。

議案第32号 くろさき小規模多機能ホームに係る指定管理者の指定
　上記ホームの管理者を社会福祉法人普代福祉会に指定。指定期間は、平成30年4月1日～平成31年3月31日。

議案第33号
村道路線の認定
　平成 26 年度に道路改良済みであった路線（黒崎幹線支線）について、村道認定が漏れていたことが発覚し
たことによる認定。 可　決

（全員賛成）
議案第34号 村道路線の廃止

　路線自体の利用実態が確認できないことから 2路線（旧国道 8号線、南黒崎４号線）の村道を廃止するもの。

議案第35号
普代村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
　任期満了に伴い、現普代村固定資産評価審査委員会委員大村政義氏の再任に関し同意を求めるもの。任期は
平成 30 年 5月 1日から 3年間。

同　意
（全員賛成）議案第36号 普代村副村長の選任につき同意を求めることについて

　空席となっていた普代村副村長に太田栄時氏を選任するもの。任期は、平成 30 年 4月 1日から４年間。

議案第37号
普代村教育委員会教育長の任命に関し同意を求めること
　任期満了に伴い、現普代村教育委員会教育長三船雄三氏を次期教育長に任命するもの。任期は平成 30 年 4
月 1日から３年間。

議案第38号
普代村観光センターに係る指定管理者の指定
　上記センター管理者を株式会社青の国ふだいに指定。指定期間は、平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月
31 日まで。

可　決
（全員賛成）

報告1 白井漁港漁村再生交付金（東防波堤）工事の変更請負契約に関する専決処分の報告
　工事設計内容の一部変更に伴い、請負契約金額 (260 万 4 千円増のため ) 変更の締結。

－報告2 太田名部地域活動拠点施設建築工事の変更請負契約に関する専決処分の報告
　工事設計内容の一部変更に伴い、請負契約金額 (14 万 6880 円増のため ) 変更の締結。

報告3 村所有車輌に係る物損事故に伴う損害賠償事件に関する専決処分の報告
　物損事故の損害賠償金として 8万 8862 円を賠償したもの。

発議案1
「ライドシェアの導入を慎重に審議し、安全・安心なタクシー事業の推進を求める意見書」の提出
　ライドシェア導入について慎重に審議し、地域の公共交通の役割を担っているタクシー事業者が、より快適・
便利な交通機関として利用客にサービスを提供できるよう、安全・安心なタクシー事業の推進を求めることを
国に要望するもの。

可　決
（全員賛成）

総予算 37 億 6630 万円
２〜９ページで解説！

関連
12 〜 15 ページ

えんぞー

すっきぃ

　
村長が提案した案件に対して、議員個々が可否を表明

することが議会の重要な使命で、議会の意思決定が「議決」です。
議決事項は条例の制定や改廃、予算、重要な契約、財産の

取得、処分などが挙げられます。
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はまゆり子ども園で入園式
　4 月 5 日、はまゆり子ども園（長坂孝志園長、園児 70 人）

の入園式が同園で行われました。先生や来賓、在園児に

見守られた中で、新入園児 17 人（男子 13 人、女子 4 人）

は、無事入園式を終え、記念撮影をしていました。

寒風の中、消防団出初式
　村消防団（三船隆久団長・団員147人）の

出初式が 1 月 7 日に行われ、寒風の中、団

員らは村中心部を分列行進し、今年 1 年の

無火災などを訴えました。

ふるさと納税の現状学ぶ
　2 月 26 日、国民宿舎くろさき荘で東部町村議会議

長会（中村裕会長）の議員研修会が行われました。下

閉伊地区の5町村の議員ら56人が参加。インターネッ

トでふるさと納税の代行業務などを運営する株式会社

トラストバンクの前田功輔氏を講師に迎え、ふるさと

納税の現状や今後の見通しなどを学びました。

　

平
成
29
年
度
岩
手
県
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
こ
の

ほ
ど
「
ふ
だ
い
議
会
だ
よ
り
」

１
４
１
号
が
表
紙
写
真
賞
（
特

別
賞
）
を
受
賞
。
昭
和
57
年
以

来
36
年
ぶ
り
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
29
年
度
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
、
１
３
９
号
を
応
募
し
ま
し

た
が
、
入
賞
に
は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

審
査
員
の
講
評
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。

□
県
講
評  

１
４
１
号

  

全
て
の
質
疑
に
発
言

者
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
が
良
い
。
全
体
的
に

レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が

見
ら
れ
る
。
表
紙
の
表

情
が
良
い
。
な
か
な
か

撮
れ
な
い
１
枚
で
秀

逸
。
ペ
ー
ジ
数
が
少
な

い
割
に
は
、
必
要
な
要

素
は
入
っ
て
い
る
。

□
全
国
講
評  

１
３
９
号

　

予
算
の
情
報
は
、
概

要
、
審
議
、
主
な
事
業
と
、
情

報
の
流
れ
を
考
慮
し
た
紙
面
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
に
分

か
り
や
す
い
編
集
で
あ
る
。
定

例
会
の
焦
点
、
住
民
グ
ル
ー
プ

と
の
座
談
会
な
ど
、
広
聴
企
画

を
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
に
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

こ
れ
ま
で
の
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

議 会 の 動 き事務局
日誌から 1月 16 日〜 4月16日

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）
から見ることができます。トップページの右下にある 議会だより をクリックしてください。ぜひ、
この機会にウェブサイトもご覧ください。

議会だより

月　日 場　　所 事　　　　　項 出　席　者

1 月 16日 役場 総務常任委員会、議会全員協議会 各委員、各議員
17日 久慈市 岩手県建設業協会久慈支部新年交賀会 議長
23日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

30日
役場 矢巾町議会会派合同視察研修 各委員
久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会及び第 11回臨時会 大上・野場議員
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

2月 2日 盛岡市 町村議会議長会第 5回定例理事会 議長
8日 役場ほか しいたけ推進協議会通常総会・懇親会 議長
14日 役場 九戸村議会総務教育常任委員会視察研修 議長
15日 役場 議会全員協議会 各議員
17日 くろさき荘 自営定置網の切揚祝い 正副議長
19日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上・野場議員

20日
盛岡市 町村議会議長会第 69回定期総会 議長
盛岡市 東部町村議会議長会臨時総会 議長

26日
くろさき荘 東部町村議会議長会議員研修会及び交流会 各議員
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

27日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
28日 役場 議会運営委員会 各委員

3月 1日 久慈市 第 12回久慈広域連合議会定例会 大上・野場議員
3日 中央区・太田名部 津波記念日慰霊祭 正副議長

6～ 9日 役場 村議会第 1回定例会 各議員
11日 役場・普代駅前 3.11 防災を考える日 各議員
13日 普代中 普代中学校卒業式 各議員
19日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

20日
普代小 普代小学校卒業式 各議員
くろさき荘 野田・普代岩友会懇親会 議長
役場 議会広報常任委員会 各委員

21日 宮古市 三陸沿岸道路田老真崎海岸ＩＣ～岩泉龍泉洞ＩＣ開通式典 議長

22日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会　議会運営等に関する
協議及び議員全員協議会・同議会 3月定例会 熊谷議員

23日 はまゆり子ども園 はまゆり子ども園卒園式 各議員
26日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会及び第 13回臨時会 大上・野場議員
27日 役場 議会運営委員会、村議会第 2回臨時会、議会広報常任委員会 各委員、各議員
29日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

4月 5日
はまゆり子ども園 はまゆり子ども園入園式 各議員
普代中 普代中学校入学式 各議員

6日 普代小 普代小学校入学式 各議員
7日 くろさき荘 村消防団歓送迎会 議長
16日 役場 議会全員協議会 各議員
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

野球続けたい！
大村 蓮

れん

さん（普代中 3 年）

普代小が好き！
片座 早

さ

彩
や

さん（普代小 6 年）

 普代は海の特産物があって、中でもワカメが

好きです。登下校のとき、海を見てとてもきれ

いだと感じます。また、地域の人が話しかけて

くれて、人の温かさを感じます。

　ぼくはスポ少から野球をやっていて、中学校

でも野球部に所属しています。人口が少なく

なって難しいかもしれませんが、これからも野

球部が続いてくれればいいと思います。

  登下校のときとか、笑顔であいさつしてくれ

たり、声を掛けてくれたり、みんな仲が良いなっ

て思います。クラスのみんなも優しくて、仲が

良いです。そんな普代小が好きです！

　普代は自然がいっぱいあって、海がきれいで、

お刺身やサケがおいしいです。

　将来普代村にもっと人が増えていればいいと

思います。
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３月定例会を傍聴する村民の皆さん

　村議会定例会は、３月、６月、９月、12 月の

年４回、役場 3 階の議会議場で開かれます。議員

は議場でどんな発言をしているのか、また、どん

な村づくりを考えているのか、今後の村の方向性

を直接聞くことができる機会です。ぜひ、お越し

ください。

　また、役場 1 階にある村民ホールのテレビでも

議会中継を見ることができますので、お気軽にど

うぞ。

　３月定例会の傍聴者は 23 人でした。

問＝議会事務局（☎35−2118）

次回は６月中旬を予定
議会の傍聴、お待ちしています�

議会にお出
い

でください。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

傍聴者の感想 !

　初めて議会を見ました。いろいろなことが分
かって最高でした。1 人 1 人議員さんがどんな
ことを言うのか興味を持って聞きました。もっ
と早く傍聴に行けばよかったと思いました。老
人クラブでの参加でしたが、今度は個人で行き
たいと思っています。


